
第 4次松山市食育推進計画（案）の概要 

１ 計画策定の趣旨                                                                    

 

松山市では、生涯にわたって健全な心身を培い豊かな人間性を育むための食育を総合的かつ

計画的に推進していくため、食育基本法第 33条に基づき、平成 18年に松山市食育推進会議条

例を制定し、松山市食育推進会議を設置しました。 

その後、同法第 18条第 1項の規定に基づき、平成 20年 2月に第 1次松山市食育推進計画

を策定しました。以降、5年を目途に計画を改定し、平成 25年 3月に第 2次計画、平成 30年 3

月に第 3次計画を策定し、食育の推進に取り組んできました。 

    第 3 次計画の推進期間では、食育への関心の高まりが感じられたものの、新型コロナウイルス

感染症の拡大に伴い、大きく変化した日常生活で、健康格差が問題視される結果となりました。 

    第 4 次計画では、これまでの取組を継承しつつ、コロナ禍で加速したデジタル技術の活用を検

討しながら、引き続き総合的かつ計画的に食育の推進に取り組んでいきます。 

 

2 計画の位置付け                                                                    

 

本計画は、国や県の食育推進計画を基本として、松山市食育推進会議が市町村食育推進計画と

して、食育推進について具体的に定めたものです。 

あわせて、松山市の最上位計画である松山市総合計画の個別計画と位置付け、食育に関連する

他の計画と整合性を図りながら推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 計画の期間                                                                        

     本計画の計画期間は、令和 6（2024）年度から令和 10（2028）年度までのおおむね 5 年間

とします。ただし、計画期間中であっても社会情勢や食育の推進状況等によっては、計画内容を見

直すこととします。 

 

 

 



4 計画の体系                                                                    

  【基本理念】  食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健康な心身と豊かな人間性を育む 

      多様な関係者が連携しつつ、市民一人一人が、生涯にわたり心身共に健康で豊かな生活を

送ることができるよう、基本理念に基づき、食育を市民活動として推進します。 

 

基本的目標① 健康の視点      

    生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進 

＜重点的取組＞  健康寿命の延伸 

    

 

       

 

 【基本的施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価指標】 

   食育の推進に当たり、施策の成果や達成度を測るため、市民意識調査の結果及び国の食育推

進基本計画に掲げる目標を基に設定しました。ただし、食育基本法の目的や本計画の基本的目標

を踏まえ、目標値の達成のみを追い求めることのないよう留意します。 

基本的目標② 社会、環境、文化の視点 

    持続可能な食を支える食育の推進 

＜重点的取組＞  ・食と環境の調和 

・生産から消費まで多様な主体の 

つながりを広げ深める 

・伝統的な食文化の保護及び継承 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大で活用が進んだデジタル技
術は、時代のニーズに適応した手法であるため、食育の取組を行って
いくに当たり、オンライン配信やＳＮＳ等を活用した情報発信など積極
的に活用していきます。 


